
古川西小中学校応援団 第１回定例会議 

２０２４年６月１８日（火） 

１４：００  ～  １５：３０ 

１  施設・学習見学 

  

２  自己紹介 

  

３  主な説明 

 ⑴  古川西小中学校応援団について 

  ①  理念・目的等について 

    ・ みんなでつくり 育てる みんなの学校 

    ・ 学校・保護者・地域で力を合わせて教育活動を行っていく。 

    ・ 西古川公民館・・・・後期課程の生徒が公民館の行事等に携わっていく。 

    ・ 事務局会議・・・・４地域から複数の方が参加する。⇒いろいろな案を出していく。 

    ・ 地域連携会議・・・・学校⇔地域の情報を伝えていく。 

    

  ②  令和５年度の活動について 

    ・ 未来塾・・・・小物作り、お菓子作り、クレイアート、トンボ作り等たくさんご協力頂いた。 

    ・ 学習支援・・・・水泳見守り、体づくり出前授業、芋掘り・焼き芋体験、芋煮を食べる会、校外学習随行、 

おはようバード 

    ・ 環境支援・・・・校内の清掃、作品掲示 

    ・ その他・・・・ハロウィンを楽しむ会 

 

  ③  令和６年度の活動について 

   ※ 資料参照 

     

 ⑵ 古川西小中学校と地域との連携について 

   【４月からの活動】 

   ・ １・２年生生活科の学習・・・居久根散策    ・ 寒梅酒造とのコラボ学習「白金のいぶき」 

   ・ ７年生・・・白金のいぶきの PR活動       ・ 学校支援ボランティア・・・教職員の紹介の掲示物作製 

   ・ 公民館主催事業の講話を聞く学習       ・ モーニングミーティング 

   ・ ２年校外学習まち探検                 ・ ５年田植え体験 

   ・ 地域連携会議                        ・ 伝統芸能を継承する学習 

   ・ 新たな伝統活動「絆翠」 

 

４  協議 、情報交換 

   ・ 【西古川公民館】 

公民館だより・・・けん玉チャレンジ day,プラモデルチャレンジ day 



      公民館運営委員の募集・・・大学生、中学生、高校生等の若い方々に運営に関わってほしい 

      夏休み模型製作会・・・西小中の会議室でプラモデルを作製した。 

                         ⇒先生方も参加して頂ければ・・・ 

                           ※  子供と大人をつなぐ事業になれば 

   ・ 【学年サポーター】縦割り班はあるのか 

     ⇒ １～７年生の清掃の縦割り班はある 

     ⇒ 縦割り班のみんなで協力して、何かをやり遂げる活動を企画したいと考えている 

   ・ 【民生児童委員】校外学習にたくさん行き、いろいろな体験ができていてとても良い。 

               子供たちの成長を感じる⇒自分で歩いてくるようになった  

                                   ⇒バスの乗り方が良くなった 

               コミュニケーションの取り方・・・困っているとき等、自分から声を掛けられるようになってほしい 

   ・ 【未来塾講師】小物作りは、放課後の１時間で仕上げられる物をつくりたい。 

               ７月・・・フォトフレーム 

              １１月・・・クリスマスリース 

               １月・・・キーホルダー 

   ・ 【未来塾講師】針で縫うことが難しい子が多いので、牛乳パック等を使った物などを作りたいと考えている 

              １０月・・・未定 

２月・・・おひな様作り 

    ※  参加する子の母や祖母と一緒に活動できると良い（家族との交流が増える） 

古川南中・・・お年寄りにスマホの使い方を教えるという活動を行った 

    ⇒  このような活動を行うことも良いのではないか（孫との会話、つながりが増える） 

    ⇒  児童生徒会で実行できればよい 

               ベルマークについて・・・手間暇が掛かるのではないか 

                   ⇒  公民館では・・・インクカートリッチを中心に収集（メーカーが数えてくれる）  

 👆 おすすめ！  

                   ⇒  【副校長】ウォールポケットを作って頂いた。以前より作業は簡易になっている。 

                   ⇒  WEBベルマークで検索すると、普段買い物したものを登録し、学校に寄付することが

できる。 

   ・ 【稲作り講師】矢野目地区の田んぼ学習継続していきたい。 

                 ⇒  【副校長】生育状況の観察は可能か。 

                 ⇒  できる 

   ・ 【学年サポーター】昨年度の芋煮会はとても楽しかったので、ぜひ今年も継続してほしい。 

                     パフォーマンスもとても良かった。 

   ・ 【学年サポーター】昨年度参加できなかったが、子供が家で「楽しかった」と言っていた。自分も今年はお手

伝いし 

たい。 

   ・ 【千坂さん】祖父母参観を設けてほしいという声がある。 

               ⇒ 今後、学校でも検討していく 


